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別表第１（第３条関係）

別表第２（第６条関係）

所属 職名

市民環境部 部長、市民活動推進課長、産業支援課長、環境課長

企画部 政策課長、資産戦略課長

総務部 総務人権課長、職員課長

保健福祉部 健康保険医療課長

建設部 都市整備課長、道路安全課長、公園みどり課長、駅北口土地区画整理事

業事務所長

上下水道部 水道施設課長、下水道課長

教育委員会事務局 学校教育課長、生涯学習課長

所属 職名

環境課 課長、環境計画担当統括主査、資源リサイクル担当統括

主査

市民活動推進課 統括主査

産業支援課 統括主査

政策課 統括主査

資産戦略課 統括主査

総務人権課 統括主査

職員課 統括主査

健康保健医療課 統括主査

都市整備課 統括主査

公園みどり課 統括主査

道路安全課 統括主査

駅北口土地区画整理事業事務所 統括主査

水道施設課 統括主査

下水道課 統括主査

学校教育課 統括主査

生涯学習課 統括主査
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和光市地球温暖化対策委員会設置要綱

平成 24 年 8月 9 日

告示第 145 号

（設置）

第１条 市民、事業者、関係団体及び市の協働により和光市地球温暖化対策実行計画（区域

施策編）（以下「計画」という。）の進行状況を管理し、及び推進を図るため、和光市地球

温暖化対策委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

（所掌事務）

第２条 委員会の所掌事務は、次のとおりとする。

(1) 二酸化炭素の排出状況の把握に関すること。

(2) 温暖化対策の具体的な取組（以下「取組」という。）の企画立案等に関すること。

(3) 計画に掲げる取組の達成状況の評価に関すること。

(4) 計画の進行管理における点検及び評価並びに見直しに関すること。

(5) 前各号に掲げるもののほか、計画の推進に関し市長が必要と認めること。

（委員会の組織等）

第３条 委員会は、委員１０人以内をもって組織し、次に掲げる者のうちから市長が委嘱

し、又は任命する。

(1) エネルギー供給事業を営む法人を代表する者

(2) 和光市環境づくり市民会議を代表する者

(3) 市内で事業を営む法人を代表する者

(4) 埼玉県地球温暖化防止活動推進員

(5) 公募による市民

(6) 市職員

(7) その他市長が必要と認める者

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前

任者の残任期間とする。

３ 委員は、再任されることができる。

（委員長及び副委員長）

第４条 委員会に委員長及び副委員長を置く。

２ 委員長は、委員の互選によりこれを定める。

３ 副委員長は、委員のうちから委員長が指名する。

４ 委員長は、委員会の会務を総理し、委員会を代表する。

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は委員長が欠けたときは、そ

の職務を代理する。

（会議）

第５条 委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。



93

２ 委員長は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、又は意見若

しくは説明を聴くことができる。

（庶務）

第６条 委員会の庶務は、市民環境部環境課において処理する。

（その他）

第７条 この告示に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、委員長が会議

に諮って定める。

附 則

この告示は、公布の日から施行する。
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資料４．和光市環境審議会委員等名簿

和光市環境審議会 委員

◎：会長 ○：副会長

和光市環境づくり市民会議 会員

◎：会長 ○：副会長

和光市地球温暖化対策委員会 委員

◎：委員長 ○：副委員長

氏 名 選任の区分 備 考

◎ 横山 裕道
学識経験を有する者

元淑徳大学

秋葉 道宏 国立保健医療科学院

佐藤 太一
市内で事業を営む法人の代表者

独立行政法人 理化学研究所

石田 良子 株式会社山西商事

浜口 武
市内の公共的団体の代表者

和光市商工会

野口 章 和光市自治会連合会

関口 寿子
公募による市民

岩佐 健次

○ 峯岸 正雄

市長が必要と認めた者

和光市環境づくり市民会議

芳野 雅廣
埼玉県地球温暖化防止活動推進

員

氏 名 氏 名 氏 名 氏 名

小林 新 ○ 芝 勝治 高橋 勝緒 高橋 絹世

友國 洋 松田 廣行 ◎ 峯岸 正雄 安井 尚彦

渡辺 康三

氏 名 選任の区分 備 考

金塚 弘子
公募による委員

後藤 美栄子

川島 千鶴子
事業者

東京ガス（株）

大熊 忠雄 （有）大熊電機

◎ 芳野 雅廣 埼玉県地球温暖化防止活動推進員

〇 松田 廣行
和光市環境づくり市民会議

小林 新

本多 宏己 行政 総務部総務人権課
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資料５．第３次環境基本計画数値目標の設定について

望ましい姿 1 みんなで地球温暖化対策に取り組むまち

望ましい姿２ 豊かな水と緑を守り育み伝えるまち

望ましい姿３ 安全で住み良い環境を未来につなぐまち

数値目標 目標設定の考え方

和光市の二酸化炭素(CO2)排出量

（t-CO2）

国の地球温暖化対策計画及び埼玉県地球温暖化対策実行計

画（第 2 期）の目標値並びに 2050(令和 32）年度までに温室

効果ガスの排出量を実質ゼロにするという国の方針を勘案

して設定

数値目標 目標設定の考え方

特別緑地・市民緑地の整備面積 (㎡) 令和 2 年度の実績を維持

湧水地数 (箇所) 現状維持

生産緑地面積 (ha) 現状維持

市民農園区画数 (箇所) 現状維持

指定文化財の数 (件)
指定文化財にかかる審議期間と候補となる文化財を勘案し

て設定

美化推進活動 1日 1人あたりのポイ捨

てごみ収集量 (㎏)
過去の実績を参考に設定

数値目標 目標設定の考え方

家庭系１日１人当たりのごみ排出量

(ｇ)

「ごみ処理広域化基本構想」（朝霞市・和光市ごみ処理広域

化協議会）令和 10 年度までの目標値

リサイクル率 （％）
「第 5次和光市一般廃棄物処理基本計画」（平成 25 年度～平

成 34 年度）」令和 4年度までの目標値

生活環境苦情件数 (件) 過去の実績を参考に設定

浄化槽法定検査受検率 (％) 過去の増加率を参考に設定

市内３河川のＢＯＤ値 (mg/ℓ) 過去の実績を参考に設定
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望ましい姿４ 環境を育てる心がつながるまち

数値目標 目標設定の考え方

環境講座などの参加者数 (人) 過去の実績を参考に設定

市内企業と連携した環境講座数

（件）
過去の実績を参考に設定

美化活動登録団体数 (団体) 過去の実績を参考に設定

市ホームページにおける環境情報の

閲覧回数 (回)
過去の実績を参考に設定

ふれあいの森における市民協働型管

理事業の延べ従事者数 （人）
過去の実績を参考に設定
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資料６．アンケート実施結果について

（１）第 3次和光市環境基本計画をつくるための市民アンケート

環境に配慮した日ごろの行動と保全活動への参加について

環境問題への関心について

問 1-1 日ごろから環境に配慮して実際に行っている

ことについて 【複数回答】

■「買い物に行く際に、マイバッグを持参している」方

が最も多く、次いで「空き缶等のごみのポイ捨て、飼

い犬のふんを放置しないようにしている」、「下水に油

や調理くずを流さないようにするなど、家庭の排水に

注意している」であった。

問1-2 あなたはこれまでに、環境についての

活動に参加したことはありますか。

■「空き缶、古紙などの資源の分別・回収活動」

へ参加したことがある人が最も多く、次いで、

「道路、河川、公園など地域の清掃や美化活

動」、「市民農園・観光農園などでの農業体験」

であり、「湧水や緑などの環境保全活動」へ参

加者したことがある人が最も少ない。

■「植樹など、緑を増やす活動」については、

参加したことはないが、今後参加したいと考

えている人が最も多い。

問2-1 あなたが特に問題意識を持っている環

境問題について【複数回答】

■「地球温暖化（気候変動）」に関して問題意識

を持っている人が最も多く、次いで、「海洋汚

染・海洋プラスチックごみ問題」、「ごみ問題

とリサイクル」であった。「生物多様性の喪失」

については、問題意識を持っている人が最も

少ない。

問2-2 あなたは「環境の保全」と「生活の便

利さ」のどちらを優先させるべきと考えますか。

■「環境の保全」を優先すべきと考える人が約

9割を占め、「生活の便利さ」を優先すべきと

考える人は1割程度にとどまっている。

回答番号 回答項目 回答者 回答者割合

1 環境の保全 712 87%

2 生活の便利さ 82 10%

3 無回答 28 3%

882222 110000%%合計
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地球温暖化対策のための取組について

問3-1 家庭での省エネルギーや再生可能

エネルギーの活用について

■「LEDなどの消費電力を抑えた家電製品」

を活用している人が多い。

■「太陽熱給湯などのソーラーシステム」

については、現在活用している人が最も

少なく、今後の活用についても想定して

いない人が多い。

回答番号 回答項目 回答者 回答者割合

1 意識している 295 36%

2 やや意識している 439 53%

3 どちらともいえない 59 7%

4 あまり意識していない 20 2%

5 意識していない 4 0%

6 無回答 5 1%

882222 110000%%合計

問 3-2 地球温暖化に対応するための適応

策の重要度について

■「水災害対策」について重要だと考えて

いる人が最も多い。

■水災害対策と健康リスク対策、水資源等

の変化の対策は、回答者の9割以上が『大

変重要である』または『重要である』と

いう意見を持っている。

問3-3 普段の生活の中で、節電や節水な

どの省エネルギーをどのくらい意識してい

ますか。

■約3割の人が省エネルギーについて意識

しており、『やや意識している』人と合わ

せると約9割に上る。
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和光市の環境について

問4-1 住まいの周辺の環境について、以前と比

べてどのくらい変化したと思いますか。

■「公共交通機関（電車・バス等）の利用のしや

すさ」では、他の項目と比べ『良くなった』、『ま

あ良くなった』と回答した人が最も多い。

■一方、「歩行者や自転車走行の安全性」では、

他の項目と比べ『悪くなった』、『やや悪くなっ

た』と回答した人が最も多かった。

問4-2 身の回りの環境についての「満足度」と、

市がその対策を行うにあたっての「優先度」につ

いて

【満足度】

■「緑の豊かさ（緑地、都市公園、農地など）」

については満足度が最も高く、約4割が『満足』

及び『やや満足』と回答している。

■「夏場の高温・異常気象への対応」については

満足度が最も低く、約3割が『不満』及び『や

や不満』と回答している。

【優先度】

■「まちのきれいさ（ポイ捨て・不法投棄）」に

ついては、優先的に取り組むべきだと考える人

が多く、約6割が『最も優先的に取り組むべき』

及び『優先的に取り組むべき』と回答している。

問4-3 和光市の環境を良くするために、特にど

の主体の責任や努力が求められると思いますか。

■全ての項目において「行政」の責任や努力が求

められている。

■「市民の責任や努力」に着目して比べると、最

も多いのは、「自然環境の保全」である。

■「事業者の責任や努力」に着目して比べると、

最も多いのは、「循環型社会の形成」である。

■「行政の責任や努力」に着目して比べると、最

も多いのは、「都市・自然・歴史文化の共存」

である。
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和光市の将来像について

回答番号 回答項目 回答者 回答者割合

1 内容を知っている 21 3%

2 名前は聞いたことがある 201 24%

3 知らないが関心がある 510 62%

4 知らないし関心もない 77 9%

5 無回答 13 2%

882222 110000%%合計

問5 将来、和光市の環境がどのようにな

ることを望んでいますか。【複数回答】

■「まちなかにポイ捨てごみなどがなく、

清潔できれいなまち」を望む人が最も多

く、次いで「騒音・振動・悪臭が抑制さ

れ、空気がきれいで住みやすいまち」を

望む人が多い。

問 6 環境に関する情報をお知らせ

する方法として、効果的だと思うもの

【複数回答】

■「市の広報紙やパンフレットなどの

紙媒体」に加え、「市のホームペー

ジ」や「市民まつりなど、市の行事」、

「SNS」が効果的だという回答が

多かった。

問 7 あなたは「和光市環境基本計

画」を知っていますか。

■「知らないが関心がある」という回

答が最も多く（62％）、次いで「名

前は聞いたことがある」（24％）で

あった。
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基本属性

問 9 あなたが現在自認している性別はどれですか。

■本アンケートでは 822 名から回答を受け、男女の票

数に大きな差はなかった。

問 10 あなたの年齢は次のうちどれですか。

■40 歳代からの回答が最も多く（20%）、次いで 30

歳代（18%）、70 歳代（17%）であった。

■20 歳未満から 80 歳以上まで、全区分の回答が得ら

れた。

問 11 あなたがお住まいの地域は、次のうちどれですか。

■新倉地区に居住している方からの回答が最も多く

（19%）、次いで白子 1・2 丁目（17%）、下新倉（15%）

であった。

■全ての地区の居住者から回答が得られた。

問 12 あなたは、和光市に何年住んでいますか。

■居住年数が 30 年以上の方からの回答が最も多く

（28%）、次いで 10 年以上 20 年未満（23%）であ

った。

■1年未満から30年以上まで、全区分の回答が得られた。

回答番号 回答項目 回答者 回答者割合

1 男性 352 43%

2 女性 457 56%

3 その他 2 0%

4 無回答 11 1%

882222 110000%%合計

回答番号 回答項目 回答者 回答者割合

1 ２０歳未満 10 1%

2 ２０歳代 82 10%

3 ３０歳代 149 18%

4 ４０歳代 166 20%

5 ５０歳代 134 16%

6 ６０歳代 97 12%

7 ７０歳代 138 17%

8 ８０歳以上 38 5%

9 無回答 8 1%

882222 110000%%合計

回答番号 回答項目 回答者 回答者割合

1 白子1・2丁目 137 17%

2 白子3・4丁目 80 10%

3 南 86 10%

4 中央 17 2%

5 新倉 157 19%

6 本町 81 10%

7 諏訪 1 0%

8 広沢 37 5%

9 西大和団地 24 3%

10 諏訪原団地 15 2%

11 下新倉 120 15%

12 丸山台 59 7%

13 無回答 8 1%

882222 110000%%合計

回答番号 回答項目 回答者 回答者割合

1 1年未満 37 5%

2 1年以上5年未満 114 14%

3 5年以上10年未満 108 13%

4 10年以上20年未満 185 23%

5 20年以上30年未満 137 17%

6 30年以上 234 28%

7 無回答 7 1%

882222 110000%%合計
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問13 あなたの居住の形態は次のうちどれですか。

■一戸建て（持ち家）に居住する方からの回答が最も多

く（35%）、次いで分譲マンション（31%）であっ

た。

問14 あなたの職業は次のうちどれですか。

■会社員・団体職員（役員含む）からの回答が最も

多く（32%）、次いでパート・アルバイト・派遣

社員（18%）、専業主婦（主夫）（16%）であった。

■全区分の職業から回答が得られた。

問 15 あなた自身を含めたご家族の人数は次のう

ちどれですか。

■家族の人数は 3～5人の方からの回答が最も多く

（52％）、半数以上を占めている。次いで、2人

（32％）、1人（11％）であった。
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（２）第 3次和光市環境基本計画をつくるための小学生アンケート

基本属性

和光市の環境について

環境に配慮した日ごろの行動と保全活動への参加について

NN==229977

白白子子小小学学校校

3311

1100%%

新新倉倉小小学学校校

3322

1111%%

第第三三小小学学校校

3377

1133%%

第第四四小小学学校校

3344

1122%%

第第五五小小学学校校

3366

1122%%

広広沢沢小小学学校校

3344

1111%%

北北原原小小学学校校

2288

99%%

本本町町小小学学校校

2255

88%%

下下新新倉倉小小学学校校

4400

1144%%

問問１１ 通通学学ししてていいるる学学校校名名

93

78

101

77

139

34

23

91

156

153

131

99

97

105

109

75

131

95

30

51

58

83

37

110

150

45

21

17

31

34

36

13

37

45

29

23

4

6

5

4

3

7

4

1

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

緑緑がが豊豊かか

水水辺辺やや緑緑のの景景観観ががいいいい

水水ががききれれいい

空空気気ががききれれいい

動動植植物物がが豊豊かか

ままちちがが静静かか（（騒騒音音等等））

ままちちがが清清潔潔（（ポポイイ捨捨てて等等））

歩歩行行者者等等のの安安全全性性のの確確保保

公公共共交交通通機機関関がが利利用用ししややすすいい

問問２２ 住住ままいいのの周周辺辺環環境境ににつついいてて

そそうう思思うう ままああそそうう思思うう そそうう思思わわなないい どどちちららとともも言言ええなないい 無無回回答答

N=297

102

191
122

212
231

181
179

90
203

242

223
226

51
43

88
119

15
31

134

83
86

40

39
78
91

135
57

33
46
30

52
47

93

75
34

64

42

15
68

29
14

25
14

52
24
12

18
26

119
134

88
74

162
125

14

7
16
8
13
8

9
16
9
7
7

11
69
68

25
24

82
73

5

1
5
8
0

5
4

4
4
3

3
4
6
5
3
5
4

4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

旬のもの・産地が近いものを食べる

使っていない部屋の明かりは消す

冷房だけに頼らず、扇風機も活用している

お風呂等で水を出しっぱなしにしない

買い物にはマイバックを持っていく

買い物では環境に優しいものを選んでいる

物をできるだけ長持ちさせるようにしている

ごみを減らす工夫をしている

食べ残しをしないようにしている

ごみの分別ルールを守っている

テレビの音量等、近所に配慮している

ごみのポイ捨て等しないよう意識している

リサイクル活動に参加している

まちをきれいにする活動等に参加している

自然に触れる遊びをしている

木や花の世話をしている

環境についての学習会等に参加している

環境問題について家族と話をしている

問問３３ 普普段段のの生生活活ででのの行行動動

ほほととんんどどししてていいるる ととききどどききししてていいるる ほほととんんどどししてていいなないい ここれれかかららははややりりたたいい 無無回回答答

N=297

問1 あなたの通っている学校はどれですか。

■本アンケートでは全 9校の小学 5年生 297

名から回答を受けた。

問 2 住まいの周辺環境についてどの

ように思っていますか。

■「電車やバス等の公共交通機関が利用

しやすいか」について、『そう思う』、

『まあそう思う』と回答した人が最も

多く、次いで「木々や花々、鳥や昆虫

などの動植物が豊かであるか」、「ふれ

あいの森や公園、畑などの緑が豊かで

あるか」について、『そう思う』、『ま

あそう思う』と回答した人が多い。

■一方、「道路にポイ捨てごみなどがな

く清潔であるか」について、『そう思

わない』と回答した人が最も多かっ

た。

問3 普段の生活で、あなたは次のこと

についてどのくらい行動していますか。

■「ごみの分別ルールを守る」と回答し

た人が最も多く、次いで「買い物には

マイバッグを持っていく」、「ごみのポ

イ捨てや飼い犬のふんを放置しない

ようにする」、「テレビなどの音の大き

さに気をつけ、近所の迷惑にならない

ようにする」等、地域の環境への配慮

であった。

回答番号 回答項目 回答者 回答者割合

1 白子小学校 31 10%

2 新倉小学校 32 11%

3 第三小学校 37 12%

4 第四小学校 34 11%

5 第五小学校 36 12%

6 広沢小学校 34 11%

7 北原小学校 28 9%

8 本町小学校 25 8%

9 下新倉小学校 40 13%

10 無回答 0 0%

229977 110000%%合計



104

環境問題への関心について

地球温暖化について

和光市の将来像について

169

95

46

125
117

62
47 41 39

10

62

11 4
0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

地地
球球
温温
暖暖
化化

森森
林林
減減
少少

生生
物物
多多
様様
性性
のの
喪喪
失失

危危
険険
なな
外外
来来
生生
物物
のの
侵侵
入入

海海
洋洋
汚汚
染染
等等

川川
・・
地地
下下
水水
等等
のの
汚汚
染染

食食
糧糧
問問
題題

エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
問問
題題

大大
気気
のの
汚汚
染染

土土
のの
汚汚
染染

ごご
みみ
問問
題題
とと
リリ
ササ
イイ
クク
ルル

そそ
のの
他他

無無
回回
答答

問問４４ 気気ににななっってていいるる環環境境問問題題 N=828

166

125

109

36

61

83

143

42

8

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

豪豪
雨雨
やや
台台
風風
にに
よよ
るる
水水
災災
害害
のの
増増
加加

熱熱
中中
症症
被被
害害
のの
増増
加加

農農
作作
物物
のの
収収
穫穫
量量
減減
少少
、、
品品
質質
劣劣
化化

干干
ばば
つつ
等等
のの
水水
不不
足足

海海
面面
上上
昇昇
にに
よよ
るる
、、
高高
潮潮
被被
害害
のの
拡拡
大大

光光
化化
学学
スス
モモ
ッッ
クク
のの
発発
生生
頻頻
度度
上上
昇昇
にに
よよ
るる
、、

大大
気気
汚汚
染染
のの
悪悪
化化

桜桜
のの
開開
花花
、、
紅紅
葉葉
のの
時時
期期
のの
変変
化化
やや
、、
動動
植植
物物

のの
絶絶
滅滅

ああ
まま
りり
気気
にに
なな
らら
なな
いい

無無
回回
答答

問問５５ 気気ににななっってていいるる地地球球温温暖暖化化のの影影響響 N=773

178

23

124 122

106

44

124

90

40

8

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

自自
然然
がが
豊豊
かか
でで
うう
るる
おお
いい
のの
ああ
るる
まま
ちち

歴歴
史史
がが
伝伝
わわ
るる
文文
化化
的的
なな
まま
ちち

自自
然然
やや
まま
ちち
なな
かか
のの
景景
色色
がが
美美
しし
いい
まま
ちち

自自
然然
のの
動動
植植
物物
がが
守守
らら
れれ
、、

生生
きき
物物
がが
多多
くく
みみ
らら
れれ
るる
まま
ちち

地地
球球
温温
暖暖
化化
対対
策策
等等
がが
進進
めめ
らら
れれ
、、

環環
境境
にに
やや
ささ
しし
いい
まま
ちち

リリ
ササ
イイ
クク
ルル
等等
がが
進進
めめ
らら
れれ
、、

ごご
みみ
がが
少少
なな
いい
まま
ちち

ごご
みみ
やや
汚汚
れれ
のの
なな
いい
、、
きき
れれ
いい
なな
まま
ちち

騒騒
音音
・・
振振
動動
・・
悪悪
臭臭
がが
少少
なな
くく
、、

空空
気気
がが
きき
れれ
いい
でで
住住
みみ
やや
すす
いい
まま
ちち

環環
境境
をを
守守
りり
育育
てて
るる
活活
動動
がが
活活
発発
なな
まま
ちち

無無
回回
答答

問問６６ 和和光光市市のの将将来来像像 N=859

問 4 あなたが気になっている環境問題について

【複数回答】

■「地球温暖化（気候変動）」に関して問題意識を

持っている人が最も多く、次いで、「危険な外来

生物が入ってくること（ヒアリ・アライグマな

ど）」、「海洋汚染、海洋プラスチックごみ問題」

であった。「土の汚染」について問題意識を持っ

ている人が最も少ない。

問5 地球温暖化の影響の中で、気になっているも

のについて 【複数回答】

■「ゲリラ豪雨や台風による水災害が増えること」

に関心がある人が最も多く、次いで、「桜の開花

や紅葉の時期が変わったり、動植物が絶滅したり

すること」、「熱中症になる人が増えること」に関

心がある人が多い。

問 6 和光市が将来どんなまちになったらいいと

思いますか。 【複数回答】

■「緑や湧き水、川などの自然が豊かでうるおいの

あるまち」を望む人が最も多く、次いで「自然や

まちなかの景色が美しいまち」と「ごみが落ちて

いたり、汚れたりしていないきれいなまち」、「自

然の動植物が守られ、さまざまな生き物が多く見

られるまち」を望む人が多い。
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遺
産

の
保

護
・

保
全

の
努

力
を

強
化

す
る

。
1
1
.
7
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

女
性

、
子

供
、

高
齢

者
及

び
障

害
者

を
含

め
、

人
々

に
安

全
で

包
摂

的
か

つ
利

用
が

容
易

な
緑

地
や

公
共

ス
ペ

ー
ス

へ
の

普
遍

的
ア

ク
セ

ス
を

提
供

す
る

。

1
2

1
2
.
8
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

人
々

が
あ

ら
ゆ

る
場

所
に

お
い

て
、

持
続

可
能

な
開

発
及

び
自

然
と

調
和

し
た

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

関
す

る
情

報
と

意
識

を
持

つ
よ

う
に

す
る

。

1
4

1
4
.
1
 

 
2
0
2
5
年

ま
で

に
、

海
洋

ご
み

や
富

栄
養

化
を

含
む

、
特

に
陸

上
活

動
に

よ
る

汚
染

な
ど

、
あ

ら
ゆ

る
種

類
の

海
洋

汚
染

を
防

止
し

、
大

幅
に

削
減

す
る

。

1
5

1
5
.
1
 

 
2
0
2
0
年

ま
で

に
、

国
際

協
定

の
下

で
の

義
務

に
則

っ
て

、
森

林
、

湿
地

、
山

地
及

び
乾

燥
地

を
は

じ
め

と
す

る
陸

域
生

態
系

と
内

陸
淡

水
生

態
系

及
び

そ
れ

ら
の

サ
ー

ビ
ス

の
保

全
、

回
復

及
び

持
続

可
能

な
利

用
を

確
保

す
る

。
1
5
.
5
 

 
自

然
生

息
地

の
劣

化
を

抑
制

し
、

生
物

多
様

性
の

損
失

を
阻

止
し

、
2
0
2
0
年

ま
で

に
絶

滅
危

惧
種

を
保

護
し

、
ま

た
絶

滅
防

止
す

る
た

め
の

緊
急

か
つ

意
味

の
あ

る
対

策
を

講
じ

る
。

1
5
.
8
 

 
2
0
2
0
年

ま
で

に
、

外
来

種
の

侵
入

を
防

止
す

る
と

と
も

に
、

こ
れ

ら
の

種
に

よ
る

陸
域

・
海

洋
生

態
系

へ
の

影
響

を
大

幅
に

減
少

さ
せ

る
た

め
の

対
策

を
導

入
し

、
さ

ら
に

優
先

種
の

駆
除

ま
た

は
根

絶
を

行
う

。
1
5
.
9
 

 
2
0
2
0
年

ま
で

に
、

生
態

系
と

生
物

多
様

性
の

価
値

を
、

国
や

地
方

の
計

画
策

定
、

開
発

プ
ロ

セ
ス

及
び

貧
困

削
減

の
た

め
の

戦
略

及
び

会
計

に
組

み
込

む
。

1
7

1
7
.
1
4
 

 
持

続
可

能
な

開
発

の
た

め
の

政
策

の
一

貫
性

を
強

化
す

る
。

1
7
.
1
7
 

 
さ

ま
ざ

ま
な

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
経

験
や

資
源

戦
略

を
基

に
し

た
、

効
果

的
な

公
的

、
官

民
、

市
民

社
会

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
を

奨
励

・
推

進
す

る
。

2
2
.
4
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

生
産

性
を

向
上

さ
せ

、
生

産
量

を
増

や
し

、
生

態
系

を
維

持
し

、
気

候
変

動
や

極
端

な
気

象
現

象
、

干
ば

つ
、

洪
水

及
び

そ
の

他
の

災
害

に
対

す
る

適
応

能
力

を
向

上
さ

せ
、

漸
進

的
に

土
地

と
土

壌
の

質
を

改
善

さ
せ

る
よ

う
な

、
持

続
可

能
な

食
料

生
産

シ
ス

テ
ム

を
確

保
し

、
強

靭
（

レ
ジ

リ
エ

ン
ト

）
な

農
業

を
実

践
す

る
。

4
4
.
7
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

持
続

可
能

な
開

発
の

た
め

の
教

育
及

び
持

続
可

能
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
、

人
権

、
男

女
の

平
等

、
平

和
及

び
非

暴
力

的
文

化
の

推
進

、
グ

ロ
ー

バ
ル

・
シ

チ
ズ

ン
シ

ッ
プ

、
文

化
多

様
性

と
文

化
の

持
続

可
能

な
開

発
へ

の
貢

献
の

理
解

の
教

育
を

通
し

て
、

全
て

の
学

習
者

が
、

持
続

可
能

な
開

発
を

促
進

す
る

た
め

に
必

要
な

知
識

及
び

技
能

を
習

得
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

1
1

1
1
.
3
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

包
摂

的
か

つ
持

続
可

能
な

都
市

化
を

促
進

し
、

全
て

の
国

々
の

参
加

型
、

包
摂

的
か

つ
持

続
可

能
な

人
間

居
住

計
画

・
管

理
の

能
力

を
強

化
す

る
。

【
方

針
3
か

ら
合

体
】

1
1
.
4
 

 
世

界
の

文
化

遺
産

及
び

自
然

遺
産

の
保

護
・

保
全

の
努

力
を

強
化

す
る

。
1
1
.
7
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

女
性

、
子

供
、

高
齢

者
及

び
障

害
者

を
含

め
、

人
々

に
安

全
で

包
摂

的
か

つ
利

用
が

容
易

な
緑

地
や

公
共

ス
ペ

ー
ス

へ
の

普
遍

的
ア

ク
セ

ス
を

提
供

す
る

。

1
2

1
2
.
8
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

人
々

が
あ

ら
ゆ

る
場

所
に

お
い

て
、

持
続

可
能

な
開

発
及

び
自

然
と

調
和

し
た

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

関
す

る
情

報
と

意
識

を
持

つ
よ

う
に

す
る

。

1
5

1
5
.
1
 

 
2
0
2
0
年

ま
で

に
、

国
際

協
定

の
下

で
の

義
務

に
則

っ
て

、
森

林
、

湿
地

、
山

地
及

び
乾

燥
地

を
は

じ
め

と
す

る
陸

域
生

態
系

と
内

陸
淡

水
生

態
系

及
び

そ
れ

ら
の

サ
ー

ビ
ス

の
保

全
、

回
復

及
び

持
続

可
能

な
利

用
を

確
保

す
る

。

1
7

1
7
.
1
4
 

 
持

続
可

能
な

開
発

の
た

め
の

政
策

の
一

貫
性

を
強

化
す

る
。

1
7
.
1
7
 

 
さ

ま
ざ

ま
な

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
経

験
や

資
源

戦
略

を
基

に
し

た
、

効
果

的
な

公
的

、
官

民
、

市
民

社
会

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
を

奨
励

・
推

進
す

る
。

4
4
.
7
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

持
続

可
能

な
開

発
の

た
め

の
教

育
及

び
持

続
可

能
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
、

人
権

、
男

女
の

平
等

、
平

和
及

び
非

暴
力

的
文

化
の

推
進

、
グ

ロ
ー

バ
ル

・
シ

チ
ズ

ン
シ

ッ
プ

、
文

化
多

様
性

と
文

化
の

持
続

可
能

な
開

発
へ

の
貢

献
の

理
解

の
教

育
を

通
し

て
、

全
て

の
学

習
者

が
、

持
続

可
能

な
開

発
を

促
進

す
る

た
め

に
必

要
な

知
識

及
び

技
能

を
習

得
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

7
7
.
2
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

世
界

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

ミ
ッ

ク
ス

に
お

け
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

割
合

を
大

幅
に

拡
大

さ
せ

る
。

7
.
3
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

世
界

全
体

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
率

の
改

善
率

を
倍

増
さ

せ
る

。

9
9
.
4
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

資
源

利
用

効
率

の
向

上
と

ク
リ

ー
ン

技
術

及
び

環
境

に
配

慮
し

た
技

術
・

産
業

プ
ロ

セ
ス

の
導

入
拡

大
を

通
じ

た
イ

ン
フ

ラ
改

良
や

産
業

改
善

に
よ

り
、

持
続

可
能

性
を

向
上

さ
せ

る
。

全
て

の
国

々
は

各
国

の
能

力
に

応
じ

た
取

組
を

行
う

。

1
1

1
1
.
6
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

大
気

の
質

及
び

一
般

並
び

に
そ

の
他

の
廃

棄
物

の
管

理
に

特
別

な
注

意
を

払
う

こ
と

に
よ

る
も

の
を

含
め

、
都

市
の

一
人

当
た

り
の

環
境

上
の

悪
影

響
を

軽
減

す
る

。

1
2

1
2
.
4
 

 
2
0
2
0
年

ま
で

に
、

合
意

さ
れ

た
国

際
的

な
枠

組
み

に
従

い
、

製
品

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
を

通
じ

、
環

境
上

適
正

な
化

学
物

質
や

全
て

の
廃

棄
物

の
管

理
を

実
現

し
、

人
の

健
康

や
環

境
へ

の
悪

影
響

を
最

小
化

す
る

た
め

、
化

学
物

質
や

廃
棄

物
の

大
気

、
水

、
土

壌
へ

の
放

出
を

大
幅

に
削

減
す

る
。

1
2
.
5
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

廃
棄

物
の

発
生

防
止

、
削

減
、

再
生

利
用

及
び

再
利

用
に

よ
り

、
廃

棄
物

の
発

生
を

大
幅

に
削

減
す

る
。

1
7

1
7
.
1
4
 

 
持

続
可

能
な

開
発

の
た

め
の

政
策

の
一

貫
性

を
強

化
す

る
。

1
7
.
1
7
 

 
さ

ま
ざ

ま
な

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
経

験
や

資
源

戦
略

を
基

に
し

た
、

効
果

的
な

公
的

、
官

民
、

市
民

社
会

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
を

奨
励

・
推

進
す

る
。

3
3
.
9
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

有
害

化
学

物
質

、
並

び
に

大
気

、
水

質
及

び
土

壌
の

汚
染

に
よ

る
死

亡
及

び
疾

病
の

件
数

を
大

幅
に

減
少

さ
せ

る
。

6

6
.
3
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

汚
染

の
減

少
、

投
棄

の
廃

絶
と

有
害

な
化

学
物

・
物

質
の

放
出

の
最

小
化

、
未

処
理

の
排

水
の

割
合

半
減

及
び

再
生

利
用

と
安

全
な

再
利

用
の

世
界

的
規

模
で

大
幅

に
増

加
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

水
質

を
改

善
す

る
。

6
.
4
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

全
セ

ク
タ

ー
に

お
い

て
水

利
用

の
効

率
を

大
幅

に
改

善
し

、
淡

水
の

持
続

可
能

な
採

取
及

び
供

給
を

確
保

し
水

不
足

に
対

処
す

る
と

と
も

に
、

水
不

足
に

悩
む

人
々

の
数

を
大

幅
に

減
少

さ
せ

る
。

1
1

1
1
.
3
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

包
摂

的
か

つ
持

続
可

能
な

都
市

化
を

促
進

し
、

全
て

の
国

々
の

参
加

型
、

包
摂

的
か

つ
持

続
可

能
な

人
間

居
住

計
画

・
管

理
の

能
力

を
強

化
す

る
。

1
1
.
6
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

大
気

の
質

及
び

一
般

並
び

に
そ

の
他

の
廃

棄
物

の
管

理
に

特
別

な
注

意
を

払
う

こ
と

に
よ

る
も

の
を

含
め

、
都

市
の

一
人

当
た

り
の

環
境

上
の

悪
影

響
を

軽
減

す
る

。

1
2

1
2
.
4
 

 
2
0
2
0
年

ま
で

に
、

合
意

さ
れ

た
国

際
的

な
枠

組
み

に
従

い
、

製
品

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
を

通
じ

、
環

境
上

適
正

な
化

学
物

質
や

全
て

の
廃

棄
物

の
管

理
を

実
現

し
、

人
の

健
康

や
環

境
へ

の
悪

影
響

を
最

小
化

す
る

た
め

、
化

学
物

質
や

廃
棄

物
の

大
気

、
水

、
土

壌
へ

の
放

出
を

大
幅

に
削

減
す

る
。

1
3

1
3
.
3
 

 
気

候
変

動
の

緩
和

、
適

応
、

影
響

軽
減

及
び

早
期

警
戒

に
関

す
る

教
育

、
啓

発
、

人
的

能
力

及
び

制
度

機
能

を
改

善
す

る
。

1
7

1
7
.
1
4
 

 
持

続
可

能
な

開
発

の
た

め
の

政
策

の
一

貫
性

を
強

化
す

る
。

1
7
.
1
7
 

 
さ

ま
ざ

ま
な

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
経

験
や

資
源

戦
略

を
基

に
し

た
、

効
果

的
な

公
的

、
官

民
、

市
民

社
会

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
を

奨
励

・
推

進
す

る
。

4
4
.
7
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

持
続

可
能

な
開

発
の

た
め

の
教

育
及

び
持

続
可

能
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
、

人
権

、
男

女
の

平
等

、
平

和
及

び
非

暴
力

的
文

化
の

推
進

、
グ

ロ
ー

バ
ル

・
シ

チ
ズ

ン
シ

ッ
プ

、
文

化
多

様
性

と
文

化
の

持
続

可
能

な
開

発
へ

の
貢

献
の

理
解

の
教

育
を

通
し

て
、

全
て

の
学

習
者

が
、

持
続

可
能

な
開

発
を

促
進

す
る

た
め

に
必

要
な

知
識

及
び

技
能

を
習

得
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

1
1

1
1
.
3
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

包
摂

的
か

つ
持

続
可

能
な

都
市

化
を

促
進

し
、

全
て

の
国

々
の

参
加

型
、

包
摂

的
か

つ
持

続
可

能
な

人
間

居
住

計
画

・
管

理
の

能
力

を
強

化
す

る
。

1
2

1
2
.
8
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

人
々

が
あ

ら
ゆ

る
場

所
に

お
い

て
、

持
続

可
能

な
開

発
及

び
自

然
と

調
和

し
た

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

関
す

る
情

報
と

意
識

を
持

つ
よ

う
に

す
る

。

1
6

1
6
.
7
 

 
あ

ら
ゆ

る
レ

ベ
ル

に
お

い
て

、
対

応
的

、
包

摂
的

、
参

加
型

及
び

代
表

的
な

意
思

決
定

を
確

保
す

る
。

1
7

1
7
.
1
7
 

 
さ

ま
ざ

ま
な

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
経

験
や

資
源

戦
略

を
基

に
し

た
、

効
果

的
な

公
的

、
官

民
、

市
民

社
会

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
を

奨
励

・
推

進
す

る
。

4
4
.
7
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

持
続

可
能

な
開

発
の

た
め

の
教

育
及

び
持

続
可

能
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
、

人
権

、
男

女
の

平
等

、
平

和
及

び
非

暴
力

的
文

化
の

推
進

、
グ

ロ
ー

バ
ル

・
シ

チ
ズ

ン
シ

ッ
プ

、
文

化
多

様
性

と
文

化
の

持
続

可
能

な
開

発
へ

の
貢

献
の

理
解

の
教

育
を

通
し

て
、

全
て

の
学

習
者

が
、

持
続

可
能

な
開

発
を

促
進

す
る

た
め

に
必

要
な

知
識

及
び

技
能

を
習

得
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

1
1

1
1
.
3
 

 
2
0
3
0
年

ま
で

に
、

包
摂

的
か

つ
持

続
可

能
な

都
市

化
を

促
進

し
、

全
て

の
国

々
の

参
加

型
、

包
摂

的
か

つ
持

続
可

能
な

人
間

居
住

計
画

・
管

理
の

能
力

を
強

化
す

る
。

1
1
.
4
 

 
世

界
の

文
化

遺
産

及
び

自
然

遺
産

の
保

護
・

保
全

の
努

力
を

強
化

す
る

。

1
7

1
7
.
1
7
 

 
さ

ま
ざ

ま
な

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
経

験
や

資
源

戦
略

を
基

に
し

た
、

効
果

的
な

公
的

、
官

民
、

市
民

社
会

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
を

奨
励

・
推

進
す

る
。

望望 まま しし いい 姿姿 ３３ 望望 まま しし いい 姿姿 ４４

環環
境境

をを
育育

てて
るる

心心
がが

つつ
なな

がが
るる

まま
ちち

みみ
んん

なな
でで

地地
球球

温温
暖暖

化化
対対

策策
にに

取取
りり

組組
むむ

まま
ちち

望望 まま しし いい 姿姿 １１

豊豊
かか

なな
水水

とと
緑緑

をを
守守

りり
育育

みみ
伝伝

ええ
るる

まま
ちち

望望 まま しし いい 姿姿 ２２

方
針

１
（

重
点

方
針

）
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
の

強
化

方
針

２
環

境
活

動
の

支
援

・
推

進

方
針

１
（

重
点

方
針

）
豊

か
な

自
然

環
境

の
保

全

方
針

２
自

然
と

調
和

し
た

美
し

い
ま

ち
の

形
成

方
針

１
（

重
点

方
針

）
資

源
循

環
型

社
会

の
形

成

方
針

２
住

み
や

す
い

生
活

環
境

の
形

成

方
針

１
（

重
点

方
針

）
地

球
温

暖
化

対
策

の
推

進

安安
全全

でで
住住

みみ
良良

いい
環環

境境
をを

未未
来来

にに
つつ

なな
ぐぐ

まま
ちち

10
5




